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平成6年 12月寸 5日広 華麗ひ らつか

正月料理は任せてね
今年もあと少し。市内の公民館では、正

月向けの講習会が聞かれています。料理講

習会では、お母さんたちが和気あいあいと

正月料理に取り組んでいました。新年の食

点にはすばらしい料理が並ぶでしょう。

。
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ど
う
ひ
い
き
自
に
み
て
も
永

“
久
に
出
番
は
無
い
で
あ
ろ
う
金

.
ボ
タ
ン
。
そ
れ
ぞ
れ
に
伴
侶
を

得
て
巣
立
っ
て
い
っ
た
三
人
の

に
ひ
も
に
通
し
て
あ
り
、
両
の

手
の
ひ
ら
に
の
せ
軽
く
転
が
す

と
、
微
か
な
金
墨
田
と
カ
ラ
カ

学生服の金ボタン
根岸伊佐子さん(中里)
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息
子
た
ち
。
そ
の
学
生
服
か
ら

・
取
り
外
さ
れ
た
金
ボ
タ
ン
が
私

"
の
宝
物
で
あ
る
。

日

金
ボ
タ
ン
は
首
飾
り
の
よ
う

。・.... 

ラ
と
楽
し
い
よ
う
な
わ
び
し
い

よ
う
な
音
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

思
春
期
の
悩
み
、
入
試
の
苦
闘
、

マ
会
費
月
二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
柳
田
良
子

(
電
話
出
|
九
六

O
八
)

-
健
康
体
力
づ
く
り
を

平
塚
健
康
体
力
づ
く
り
ク
ラ

ブ
で
は
、
だ
れ
で
も
で
き
る
体

力
づ
く
り
運
動
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。
日
曜
日
を
除
く

毎
日
実
施
し
て
い
る
が
、
会
場

な
ど
は
曜
日
に
よ
り
呉
る
の

で
、
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
小

泉
博
(
屯
話
詑
l
八
四
五

O
)

.
新
春
コ
ン
サ
ー
ト

平
塚
音
楽
家
協
会
で
は
、
ニ

ュ
1
イ
ヤ
l
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

く
。
収
益
の
一
部
は
文
化
振
興

基
金
に
寄
付
を
す
る
。
ぜ
ひ
ご

来
場
を
。

マ
期
日

1
月
日
日
(
祝
)

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
開
演

3
3
Sill 

O
譲
り
ま
す

①
有
料

幼

稚

園

ド

レ
ス
、
ス
ク
ー
ル
コ
1
ト
、
フ

制
服
、
滑
り
台
、
ほ
乳
瓶
、
男
女
ロ
ア
チ
ェ
ア
、

パ
ソ
コ
ン
台
、
ス

子
供
服
、
赤
ち
ゃ
ん
体
血
計
、
ダ

イ
ン
グ
ラ
ッ
ク
、
お
も
ち
ゃ
、
子

イ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
、
マ
タ
ニ
テ
イ
供
用
カ
1
シ
1
ト
、
洋
服
だ
ん
す
、

H
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そ
し
て
そ
の
後
の
喜
び
な
ど
三

如
才
な
い
次
男
は
「
出
世
し
た

日

人
三
様
の
過
ぎ
し
日
の
出
来
事
ら
親
孝
行
す
る
か
ら
待
っ
て
て

・

が
、
ま
る
で
昨
日
の
よ
う
に
脳
ね
」。

そ
し
て
、

三
男
は

「ど
・

l
E
B
E
B
EE-
-
E
l
こ
か
行
き
た
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
=

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
聞
刊
日
川
た
ら
言
え
よ
」
な
ど
と
可
愛
い

=
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こ
と
を
言
っ
て
く
れ
た
そ
の
声
=

・
司
可

K
1
h
・
が
、
手
の
ひ
ら
の
金
ボ
タ
ン
か
=

司

唱
闘

岨

ら

漏

れ

て

来

る

よ

う

だ

。

=

圃
掃

戸

輸
品
園
戦
中
戦
後
の
「物
を
大
切
に
」
=

L

l

て
ー

崎
、
圃
圃
の
精
神
が
、
色
々
な
ボ
タ
ン
に
=

1

4

.

混
ざ
っ
て
眠
っ
て
い
る
。
=

F

4

・
み
な
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
=

圃
v

d

l

良
d
y
る
品
物
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
三

d
r妙子
、

E
限
は
1
0
紹

介

芝

二
百
字
程
度
に
三

-
P

J
f
民
掴

E
F
t
‘
ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
竺

袈
一
杯
に
迫
っ
て
来
る
。
マ
送
り
先
一
T
加
平
標
市
浅
間

ゆ

転
勤
し
た
無
口
な
長
男
は
遠
町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

日

く
か
ら
私
を
見
守
っ
て
く
れ
、
課

「私
の
た
か
ら
も
の
」
係

い

-:・・
-
q

-
鑑
賞
会
の
会
員
に

ひ
ら
つ
か
演
劇
鑑
賞
会
で

は
、
演
劇
を
平
塚
に
招
き
鑑
賞

す
る
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

三
人
以
上
の
サ
ー
ク
ル
を
作
っ

て
入
会
を
。
運
営
や
会
費
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
開
会
の
柳

沢
守
(
電
話
M
l
一
ニ
二
六
五
)

・
レ
ザ
l
ク
ラ
フ
ト
を

レ
ザ
l
ク
ラ
フ
ト
で
オ
リ
ジ

ナ
ル
バ
ッ
グ
や
小
物
を
作
っ
て

み
て
は
。
ニ
コ
1
ス
あ
る
の
で

ど
ち
ら
で
も
ど
う
ぞ
。

マ
日
程
と
時
間

・
木
の
実
会
第
2
、
4
火
曜

日

午

前

9
時
泊
分

t
u時

・
コ
ス
モ
ス
会
第
1
、
3
金

曜
日
午
前
9
時
泊
分
3
午
後

1
時

マ
場
所

金
田
公
民
館

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
曲
目

J
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

作
曲

「こ
う
も
り
」
ほ
か

マ
入
場
料

二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
協
会
の

曽
我
(
電
話
回
|
一
六
五
五
)

・
出
演
グ
ル
ー
プ
募
集

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
ュ
オ
コ
ン
サ

ー
ト
事
務
局
で
は
、
音
楽
会
に

出
場
す
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し

て
い
る
。
家
族
や
友
達
同
志
で

ご
参
加
を
。

マ
期
日

2
月
日
日

(祝
)

マ
時

間

午

後
0
時
1

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
参
加
費

1
組
四
千
円

マ
申
込
期
限
ロ
月
出
回
(
土
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
倉
本
悦
子

(
電
話
日

|
二
六
三
八
)

-
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス

平
塚
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ー
ル
で

は
、
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の

学
習
机
と
い
す
、
ソ
フ
ァ
、
長
い

す
、
リ
ビ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
、
こ
た

つ
、
ラ
ジ
カ
セ
、
衣
類
乾
燥
機
、

洋
間
用
照
明
器
具
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、

タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
、
ス
キ
1
キ
ャ

リア、

剣
道
防
具
、
大
正
琴
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
、
自
転
車
、
浄
水
器

の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
、
温
風
ヒ
ー
タ

ー
②
無
料
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
五

月
人
形
、
ペ
ピ
1
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ

ー
パ
ス
、
歩
行
器
、
オ
ー
ブ
ン
レ

ン
ジ
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ

O
隠
っ
て
く
だ
さ
い

詰
め
様
学

生
服
、
さ
き
と
り
幼
稚
闘
制
服
、

ぶ
ら
ん
こ
、
女
児
服
、
滑
り
台
、

三
輪
車
、

B
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
レ

ン
ジ
台
、
二
段
ベ
ッ
ド
、
げ
た
箱
、

食
総
棚
、
本
棚
、
掃
除
機
、
自
動

パ
ン
焼
き
録
、
ワ
ー
プ
ロ
、
ス
ト

ー
ブ
、
ス
キ
1
ウ
ェ
ア
と
ブ
1
ツ、

子
供
用
英
会
話
セ
ッ
ト
、
エ
レ
ク

ト
1
ン
、
也
子
ピ
ア
ノ
、

工
業
用

ミ
シ
ン
、
折
り
畳
み
布
団
干
し

。
不
用
品
登
録
情
報
は
、
地
域
づ

く
り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

一ニ)
へ。

団
員
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
練
習
日
毎
週
日
昭
臼

マ
時
間
リ
ト
ル
ク
ラ
ス
午

後
2
時
5
3時
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ス
午
後
3
時
3
5時

マ
会
場
旭
南
公
民
館

マ
会
費
月
二
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
岡
田
の
大

森
敏
子
(
恒
話
回
l
一一一一
九
)

・
空
手
の
会
員
を
募
集

神
空
会
で
は
、
ガ
ッ
ツ
あ
る

子
供
た
ち
を
募
集
し
て
い
る
。

練
習
は
、
毎
週
日
曜
日
、
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
十
二
時
ま

で
背
少
年
会
館
で
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
片

倉
久
(
電
話
路
l
四
九
ニ
ニ
)

・
清
ら
か
コ
ン
サ
ー
ト

平
塚
少
年
少
女
合
唱
団
で

は
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
く
。
年
末
の
ひ
と
と
き
を

子
供
た
ち
の
歌
声
で
。

マ
期
日
ロ
月
幻
自
(
祝
)

お

絵

マ
時
間
午
後
7
時
開
演

マ
会
場
中
央
公
民
館

マ
入
場
料
一
千
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
合
唱
団

の
秋
山
桃
子
(
泣
訴
詑
|
九
一一

二
九
)

-
ヨ
|
ガ
の
会
員
に

ヨ
l
ガ
ク
ラ
ブ
シ
ャ
ン
テ
で

は
、
磯
崎
式
健
康
体
繰
の
会
員

を
募
集
し
て
い
る
。

練
習
は
毎
週
金
曜
日
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で
、
金

田
公
民
館
で
。
月
会
費
は
二
千

円
。
パ
ス
タ
オ
ル
を
持
参
の
う

え
会
場
へ
お
出
掛
け
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
同
会
の
後

沢
ア
キ
子
(
世
話
回
l
三
八
三

七
)-

シ
ー
ズ
ン
チ
ケ
ッ
ト

ベ
ル
マ
l
レ
平
塚
で
は
、
平

塚
競
技
場
で
の
ホ
1
ム
ゲ
1
ム

年
間
指
定
席
券
を
販
売
す
る
。

往
復
は
が
き
で
ご
応
募
を
。

か

き

「よ
そ
の
子
に
比
べ
て
、
う
ち
の
子
は
お

絵
か
き
が
上
手
に
で
き
な
い
」
と
心
配
す
る

お
母
さ
ん
が
い
ま
す
。

子
供
は
幼
い
時
か
ら
絵
が
好
き
で
す
。
最

初
は
連
続
し
た
線
で
く
し
ゃ
く
し
ゃ
と
描
い

て
い
ま
す
が
、
や
が
て
曲
線
も
描
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
大
人
が
見
る
と
絵
で
も
な
く
字

に
も
見
え
な
い
も
の
で
も
、
子
供
に
は
意
味

の
あ
る
形
な
の
で
す
。

こ
う
し
て
線
画
を
描
い
て
い
る
う
ち
に
、

区
切
っ
た
線
や
丸
も
描
け
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
表
現
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て、

そ
の
う
ち
人
の
顔
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
お

母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
の
絵
を
描
き
た
が
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

絵
は
、
早
い
子
で
は
二
歳
の
終
わ
り
こ
ろ
か

ら
描
廿
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

三
歳
か
ら

マ
応
募
対
象
平
塚
市
民

マ
販
売
数

2
席
1
組
の
S
席

を
印
組
(
応
募
多
数
は
抽
選
)

マ
金
額

二
十
四
万
円

マ
応
募
方
法
往
信
は
が
き
説

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
屯
話

番
号
を
、
復
信
は
が
き
表
に
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒
加
平

塚
市
大
原
1
1
1
(社
)
平
塚

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
へ
。

マ
締
め
切
り
ロ
月
幻
自
(
木
)

当
日
消
印
有
効

マ
問
い
合
わ
せ
先
(
社
)
平

塚
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

(
屯
話
出

|
二
四
五
五
)

。
サ
ー
ク
ル
掲
示
板

サ
ー
ク
ル
や
団
体
の
掲
示
板

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
ペ

ー
ジ
。
会
員
募
集
、
イ
ベ
ン
ト

案
内
な
ど
に
ご
利
用
を
。

・
送
り
先

一Tm平
塚
市
浅
間

町
9
1
1

平
塚
市
広
報
広
聴

課

「サ
ー
ク
ル
掲
示
板
」
係

と
か
、
四
歳
か
ら
と
い
う
子
も
い
ま
す
。
し

か
し
、

早
く
か
ら
描
け
る
子
が
特
に
知
能
の

発
達
が
良
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
四
歳
で
や
っ
と
人
の
顔
を
描
く
よ
う
に

な
っ
た
子
供
で
も
、
他
の
面
で
優
れ
た
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
こ
れ
は

子
供
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
発
達
の
仕
方
に
違

い
が
あ
る
か
ら
で
す
。

絵
を
見
て
形
が
う
ま
く
描
甘
て
い
な
く
て

も
、
「
く
し
ゃ
く
し
ゃ
よ
」

「何
を
描
い
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
わ
」
と
か

「
こ
の
子

は
絵
が
下
手
だ
」

な
ど
と
、
大
人
の
自
の
評

価
を
せ
ず
、
好
き
な
よ
う
に
伸
び
伸
び
と
描

か
せ
、
ま
た
そ
の
絵
の
話
を
聞
く
な
ど
、
喜

ん
で
絵
を
描
く
と
と
が
で
き
る
子
に
育
て
る

こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

会
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
善
小
学
校
北
側
・
電
話
訪
l
六
O
二一

寧海市清防出初武

1月 6E3(金〉
午前10時""12時

平嫁市総合公園
(平塚のはらっぱ)

第 1部式典

第2部演技
-まといの掘り込みとはしご乗 り

.古式消防ポンプによる放水

・自衛消防隊による消防操法

-消防箸部隊によるはしご演技

.一 斉放水

※問い合わせ消防本部(内線387)

mllJOO花巻忽)t駐在ど観光臨

日時

催し物

会場

0
0 00 

00. 

12月17日出"-'20日ω
午 前 10時 ~午後7時

(最終日は 午 後 6時 ま で)

駅ピルラス力 6階

【物産】 民芸品、陶磁器、漆器、漬物、酒、
りんご等、実演販売(こけし、花巻人形、
花巻傘、忍び駒)
【特別企画】 ふるさとの味コーナー(お
しる乙の棋食)、宮沢賢治生誕100年PR
コーナー
【観光】 ポスターの展示 とパンフレッ
トの配布
※ 第10回記 念として、毎日先着250人に
花巻の特産品をプレゼント
・問い合わせ 交流親醤醜(内線597)

間

場

期

ム一
A



第 54守雪

老
人
性
痴
呆

疾
患
相
談
を

平成6年寸 2月寸 5日
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蕊@保 健センター 平塚市中里 j・24日 5 年 7 月 11 日~20日 j ・前期(妊娠 6 か月までの方) : ・ 会 場 保 健 センター ~ ~一一~ 笠

塁。弘二」話言語認原町【背の;2221日~31 日 ;9Lt弘222ZL-TZZ12T22fzj/ -HEALIHW\ き
さ 6ト一…一→-21幻1電臨話3ト2ト一Oω1日130叩o :.叩1叩悶9悶日 3巾年但制11悶lF.l1月 1 日B~1叶1悶配: 体糊挽 ; ふきタオル (四と畑 I ~、 11 J:、~ ¥ :認s ;い.2お6臼 3年11月16日~斗30佃臼 ;汁17泊日 午 前1刊O時3却O分~午後2じ: エプロンと三角布 (ωl口7日町)、:リI，、1~古伽町町. ¥i認g 
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されたはがき(1 日掲載分は26日~1O臼締め切り、
15日掲載分は11日 ~25日締め切り)は、抽選に
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も
し
も
し
健
康

相
談
ご
利
用
を

健
康
に
関
す
る
悩
み
や
心
配

事
に
つ
い
て
、
専
属
の
保
健
婦

が
電
話
で
相
談
を
お
受
廿
す

る
。
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
場
合
も
ど
う
ぞ
。

マ
相
談
日
時
毎
週
月
曜
日
と

木
曜
日
午
前
日
時

1
午
後
4

時マ
相
談
電
話

34 

赤
ち
ゃ
ん
広
場

ガ
オ
ー
プ
ン
を

市
で
は
、
楽
し
く
子
育
て
を

し
て
も
ら
お
う
と
、
ゼ
ロ
歳
児

広報ひらつか〈フ〉

の
た
め
の
赤
ち
ゃ
ん
広
場
を
開

設
し
た
。

普
段
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が

ち
な
お
母
さ
ん
方
に
、
仲
間
作

り
や
親
子
遊
び
を
し
て
も
ら
う

も
の
。
専
任
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
す

る
。
お
気
軽
に
ご
利
用
を
。

マ
開
設
場
所
と
日
程

・
山
城
子
ど
も
の
家
毎
月
第

1
金
曜
日

・
み
な
と
子
ど
も
の
家

第
2
金
曜
日

-
横
内
子
ど
も
の
家

3
金
曜
日

・
金
田
保
育
園

曜
日

マ
開
設
時
間

時
却
分

マ
問
い
合
わ
せ
先
児
童
福
祉

部
(
内
線
二
一
四
)

心
の
健
康
相
談

心
の
悩
み
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
ア

ル
コ
ー
ル
等
の
悩
み
に
つ
い
て

相
談
を
お
受
け
す
る
。

内
容
に
よ
り
、
訪
問
を
す
る

の
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
日
程
ロ
月
幻
自
(
火
)
、

1
月
日
日
(
金
)
、
四
日
(水
)

マ
時
間
午
後
1
時
却
分
1
3

時
却
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
相
談
担
当
者
精
神
科
医

師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ

せ
先

平

塚

保
健
所
(
電
話
泣

l
O
一
三

O
)
予
約
制

毎
月

毎
月
第

毎
月
第
4
金

午
前
日
時

1
1

ヘ
剰
に
悩
ん
で
い
る
方
を
対
象
に

相
談
を
お
受
け
す
る
。

マ
日
時
ロ
月
幻
日

(
水
)
午

後
1
時
却
分
1
4時

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
ロ
ー

o一
三

O
)
予
約
制

成
人
病
を
防
ぐ

成
人
病
予
防
の
生
活
や
食
事

に
つ
い
て
、
保
健
婦
、
栄
養
士

が
相
談
に
応
じ
る
。
申
し
込
み

歯
ぐ
き
の
検
診

歯
の
健
康
は
歯
ぐ
き
か
ら
と

い
わ
れ
て
い
る
。
歯
み
が
き
練

習
と
検
診
を
受
貯
て
自
分
の
歯

の
健
康
管
理
を
。

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
印
歳
未

満
の
方

マ
日
時

臼
月
初
日
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時

sm

時
叩
分

・
妊
婦
以
外
で
印
歳
未
満
の
方

午
後
1
時

1
2時
加
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
持
ち
物

母

子
手
帳
(
妊
婦

の
方
)
、
普
段
使
っ
て
い
る
歯

ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
ロ

l
O
一
三
O
)
予
約
制

は
包
括
で
。
予
約
制
。

マ
日
時
毎
週
火
曜
日

9
時
初
分

1
1時

マ
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

マ
申
込
先

保
健
セ
ン
タ
ー

電
話

(
M
l
O
一二
一
一
)

言
葉
は
、
乳
幼
児

の
時
期
に
目
覚
ま
し

く
発
達
す
る
。
最
初

は
「
ア
1
、
ウ
1
」

と
い
う
程
度
だ
が
、

一
歳
前
後
か
ら

「
マ

ン
マ
」
「
ワ
ン
ワ
ン
」

な
ど
意
味
の
あ
る
言

葉
と
な
り
、
二
歳

こ

言

葉

の

ろ
か
ら
は
驚
く
ほ
ど
言
葉
が
増
え
て
く
る
。

た
だ
、
増
え
方
や
時
期
に
は
個
人
差
が
あ

り、

三
歳
に
な
っ
た
途
端
に
し
ゃ
べ
り
出
し

た
と
い
う
例
も
あ
る
。
し
か
し
、

一二
歳
に
な

っ
て
も
複
数
言
葉
が
出
な
い
場
合
は
、
言
葉

の
遅
れ
を
疑
っ
て
み
た
い
。

言
葉
は
時
期
が
来
れ
ば
自
然
に
出
て
く
る

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
身
体
的
条
件
や
言

語
環
境
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
身
体
的
条

件
と
は
、
の
ど
や
唇

舌
な
ど
の
発
声
発
音

器
官
、
聴
力
な
ど
の

神
経
系
に
問
題
が
な

い
か
と
か
、
知
能
の

発
達
程
度
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
言

If--

語
環
境
と
は
、
周
囲

』
定

の
人
た
ち
、
特
に
母

親
に
よ
る
言
語
刺
激
と、

言
葉
を
使
う
喜
び

ゃ
必
要
性
を
感
じ
る
状
況
の
こ
と
で
あ
る
。

言
語
環
境
で
は
、
お
母
さ
ん
の
接
し
方
が

と
て
も
大
切
で
、
子
供
に
は
た
く
さ
ん
話
し

掛
け
て
あ
げ
た
い
。
特
に
、
食
後
や
入
浴
時
、

寝
る
前
な
ど
、

子
供
が
心
地
良
い
と
感
じ
る

時
の
話
掛
け
は
効
果
的
で
あ
る
。
ま
た
、
子

供
の
話
を
最
後
ま
で
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
も

忘
れ
な
い
で
欲
し
い
。
(
健
康
課
)

発

午
育有

駅前地下道広告板の使用者募集お気持翻⑩舗ω盆鈎OA~lßtき~~'な
会社のPRに

ご利用ください

48か所

年間(4 月 1 日~3 月31 日)

(内線468)

抽選により決定する

年額84 ， OOO~ 144 ， OOO円

使 用者 およ び使用場所は

1 月 10 日~1 月31 日

道路 総 務課 占 用係

。広告 板

。使用期問

。 決 定 方 法

金。料
。募集期問

。申し込み

動 物は愛情と責任をも って育てよう。

最近、犬や猫の苦情が増えている。

飼い主の方は、次のことをよく守って

他人に迷惑をかけないようにしよう。

.近所に迷惑をかけ怠い仙配りを

・ω要なければ不妊、去艶手術を

・ 犬の猷歩はふん の 始 末 と 引 き 網 の

着用を

.犬の放し飼いは危院。絶対!こやめ

よう

環境衛生 管理課 (内線240)-担当
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A-下
水
道
技
術
者
試
験

第 541望号

問
い
合
わ
せ
は
、
下
水
道
総
務

課
庶
務
係
(
内
線
四
四
七
)
ヘ
。

数
料
の
支
払
調
密
)

出
用
品
賀
市
判
⑥
に
つ
い
て
は
、
法

人
と
不
動
産
業
者
で
あ
る
個
人
が

提
出
を
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚

税
務
署
資
料
情
報
担
当
(
電
話

n

ー
一
四
O
O
内
線
三
一
五
)
へ
。

-
法
定
調
書
の
提
出
を

-
録
音
図

作
り
に

社
会
福
祉
協
整
置
で
は
、
録
音

図
曾
作
成
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
購
明日会

の
受
購
生
を
募
集
す
る
。

マ
日
程

1
月
口
日

(
火
)
3
3

月
羽
目
(
火
)
全
日
回

・
時
間
午
後
1
時
却
分
5
3
時

泊
分

マ
会
場
福
祉
会
館
第
3
会
鵠
箪

マ
定
品
目
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
福
祉
協
斐
云
(
電
話
お

|
二
三
三
三
)
へ
。

-
健
康
講
座
を
開
く

マ
参
加
料

無
料

開
い
A
Pね
せ
は
、
同
病
院
医
事

陳
(
包
括
幻
l
O
五
二
O
)
へ
。

A

マ
看
守
揖
学
校
作
口
町
展

県
立
湘
南
養
護
学
校
で
は
、
市

内
に
お
住
ま
い
の
児
童
、
生
徒
の

絵
画
、
粘
土
、
間
芸
な
ど
の
作
品

展
を
附
く
。

マ
期

間

ロ
月
四
日
(
月
)
1
1

月
口
臼
(
火
)

マ
会
場

J
T
B平
塚
支
庖

問
い
合
わ
せ
は
、
同
校
(
電
話

M
|
七
二
一
二
)
ヘ
。

-v園
芸
教
室
を
開
く

マ
日
時
1
月
初
日
(
金
)
午
前

9
時
加
分
1
日
時
却
分

マ
会
場
県
農
業
会
館
(
駅
南

口
)

マ
講
師

園
芸
研
究
家
石
井
久

嘉
氏

マ
内
容
肥
料
と
土
の
詰

問
い
合
わ
せ
は
、
県
湘
南
図
案

相
談
コ
ー
ナ
ー
(
包
括
お
l
O
五

九
一二)へ。

A
V
電
話
相
談
員
の
募
集

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
。

{
相
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
}

マ
対
象
幻
歳
γ
3
日
歳
ま
で
の
方

マ
条
件
毎
週
l
回
1
年
間
の
養

成
コ
l
ス
に
参
加
で
き
、
そ
の
後

相
談
を
月
2
回
以
上
無
料
奉
仕
で

き
る
方

{
後
援
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
}

マ
内
容
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
会
、

な
ど
催
し
物
の
企
画
、
実
施
な
ど

マ
申
込
期
間
い
ず
れ
も
1
月
日

日
(
祝
)
1
2
月
日
日
(
水
)

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
同
事

務
局
(
定
詰
附
l
ml
六
一

六
三
)

へ。-
放
送
大
学
で
学
生
を

部一
T
m
千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
若

葉
2
l
H
(
包
括
側
l
m
|
五
一

一
一
)
へ
。

-
工
よ
統
計
調
査
が

通
商
産
業
省
で
は
、
製
造
業
に

属
す
る
事
業
所
を
対
象
に
工
業
統

計
調
査
を
実
施
す
る。

マ
内
容
ロ
月
幻
自
現
在
の
従
業

者
数
。
出
荷
額
、
原
材
料
費
な
ど
。

従
業
者
初
人
以
よ
の
事
業
所
は
石

油
等
消
費
構
造
統
計
制
査
も
併
せ

て
実
施
す
る
。

調
査
員
が
、
対
象
事
業
所
に
訪

問
の
際
は
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
幌
統
計

悶
査
担
当
」
内
線
三
四
八
)
へ
。

樹
木
を
時
間
叫
レ
て
い
る
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
み
ど
り
公
間
諜
み

ど
り
推
進
係
(
内
線
五
九

一)ヘ。

マ
お
掠
り
す
る
樹
木
・
ゆ
ず
り

は
(
樹
高
5
M川
、
1
本
)、
い
ぬ
つ

げ
(
樹
高
1

・7
M州、

1
本
)

-
文
化
振
興
基
金

文
化
振
興
基
金
は
、
芸
術
文
化

事
業
の
実
施
や
市
民
の
創
造
的
な

文
化
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
に

使
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
行
政
推

進
室
文
化
振
興
係
(内
線
六
七
一一一)

へ

。

(

敬

称

略

)

・
平
塚
市
ガ
ス
事
業
協
同
組
合
背

年
部
十
万
円

-
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
す
る
駒
瑚
刷
会
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
対
す
る
助
成
な
ど
に
使

わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
娠

興
財
団
(
平
塚
球
場
内
・
電
話
お

l
O
一
O
一
一
)
ヘ
。
(
敬
称
略
)

・
平
塚
マ
マ
さ
ん
パ
レ
I
協
会

二
万
二
千
五
百
円
、
湘
南
ひ
ら
つ

か
七
夕
ま
つ
り
鴛
底
出
庖
者
一
同

……省
砕
を
…識
ね
も

十国
閣
明
朝

+
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
+

• 

…
問
問
問
岡
口
H
幽

…

一円

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
百
九
十
四
円
斉
藤
商
庖

三
村

+

祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
な
ど
千
五
百
十
七
円
大
門
三
郎
後
吋

ゃ

に

使

わ

れ

る

。

援

会
四
千
三
百
七
十
円
、
平
塚
吋

川

問

い

合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

ふ

+
協
議
会
(
屯
詰
お
|
一
三
三
三
)
六
万
五
千
二
十
二
円
、
県
中
央
ゆ

+

へ

。

(

敬

称

略

)

印

章

業

組

合

三
千
十
円
、
湘
吋

川

言

語

基

金

へ

・

神

田
南
中
央
広
告
災
術
協
会
一
万

M

+

高
校
生
徒
会
五
万
九
十
四
円
七
千
二
百
一
円
、
県
紳
士

・
姉
+

i

守
口
浜
高
校
た
き
火
同
好
会
一
人

・
子
供
服
維
製
工
業
組
合
湘
J

「
5

ベ
万
五
百
三
十
九
円
高
浜
高
校
南
支
部
八
万
円
湘
南
平
塚

M
H

村

二
年
E
組

一
万
一
千
四
百
九
位
工
業
協
同
組
合

二
万
五
千

十
怜

+
十
円
高
浜
高
校
一年

G
組

百
円
平
塚
建
築
板
金
組
合

ゆ
判

ゆ
三
千
二
百
五
十
円
十
二
人
会
一
万
二
千
六
百
円
県
自
転
車
二
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)

4

9
7
 

糾

一
千
円

第

二
十

一
回
社
会
福
商
協
同
組
合
平
一
嘉
一
・
ニ
支

や

W
十
月
二
十
六
日
深
夜
、
其
土
村

+
祉
大
会
会
持
率
箱
一
千
百
部
三
万
百
円
平
一
霊
祭
ω
ベ
特
戸
長
松
木
長
右
衛
門
家
は
、
瓦

や
十
円
、
土
沢
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
板
業
組
合
二
万
五
千
円
、
平

吋
j
f

j
f

土
村
村
民
二
十
六
人
に
よ
る
襲

村
ア
協
議
会
七
万
円
沼
田
光
塚
市
料
理
飲
食
業
組
合
連
合
会

+
出
撃
を
受
け
、
死
者
七
人
、
重
軽
傷

・
窓
・
憲
次
三
千
円
、
第
十
四
百
十
七
円
、
カ
ル
チ
ャ
ー
教
+
持

A
T

村
者
四
人
の
被
害
を
出
し
ま
す
。

iv
平田
都
市
背
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
室
九
千
九
百
円
、
の
み
の
市
寸

H

立

警

一
同
一
万
七
千
四
百
一

万
二
百
二
十
円
、
県
表
具
立

こ
の
襲
撃
事
件
が
世
に
言
う

同
士
言
、
韓
誕
苑
四
十
万
円
経
師
内
同
副
協
同
組
合
湘
央
支
部
や

特
其
土
事
件
で
す
。
其
土
事
件
は
、

村
小
沼
孝
司
百
万
円
杉
山
秀
五
千
十
円
、
平
塚
左
官
組
合
+
特
当
時
、
県
下
で
実
施
さ
れ
て
い

や
子
五
百
万
円
湘
南
ひ
ら
つ
九
千
三
百
二
円
、
見
附
商
庖
同
制
た
地
租
改
正
事
業
に

M
か
七
夕
ま
つ
り
館
底
出
底

者

一

会

婦
人
部

六
万
一
千
円
東
+

仲
伴
っ
て
県
内
に
起
き

+
同

二

十
万
円
松
延
地
区

子

京

ガ

ス
湘
南
西
支
社

八
万
二

吋

持
て
い
た
い
く
つ
か
の

由

Z
・

2会
育
成
連
絡
協
警

一
ニ
千
千
百
二
十
円
江
藤
商
庖
五
立

特

徴
的
な
騒
艇
事

河

村

二
百
八
十
五
円
陶
芸
ク

ラ

ブ

千

百
三
十
四
円
八
木
商
廃

品

件
の

一
つ
に
挙
げ
ら

初

+
有
雅
陶
九
千
百
円
平
等
百
万
円
匿
名
二
万
五
千
円
村

附
れ
、
こ
れ
ら
事
件
の

r
ム

イ
色

支

部

婦

人

部

一

同

一

万

定

量
福
祉
へ
・

匿
名
一

h

f

a

八

制
中
で
も
最
も
劇
的
な

l
J〆

吋

円

平

塚

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

ピ

ル

千

円

よ

事

件

と

さ

れ

て

い

ま

だ

?

雲

十

五

万

円

高

本

医

長

重

へ

・

磯

崎

輝

夫

立

す。

え

+
院

三
千
五
百
四
十
七
円
、
南

二
千
円

ベ

仲
ョ

ド

ν

京

さ

っ

き

愛

好

会

一

万

平

幸

遺

児

へ

・

泉

栄

一
広

事
件
の
経
過
は
、

超

村

円

日
産
車
体
ユ
ー
ト
ピ
ア
実
一
千
円
、
大
門
三
郎
後
緩
会
立
地
券
発
行
の
際
、
質

を

や
行
委
員
会
二
十
八
万
四
千
五
二
十
万
円

や

料
地
の
名
鯖
け
を
め
ぐ

仇
唱
列

メ
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・

7
市
り
質
取
主
で
あ
る
区

川
駅
山
町

十
万
円
平
塚
水
議
会
一
万
を
。

+
長
兼
戸
長
の
松
木
長

ま

5
，

円
、
国
際
空
手
道
連
盟
極
其
会
館
問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
公
園

持
右
衛
門
と
質
置
主
の

神
奈
川
湘
南
支
部
西
国
道
場
十
課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二
五
)
付
村
民
六
十
五
人
と
の

万

円

松

原

地

区

市

民

体

育

レ

ク

へ

。

(

敬

称

略

)

判
間
で
話
が
こ
じ
れ
、
明
治
九
年

リ
エ
I
シ
ョ
ン
実
行
餐
員
会
一

・
太
田
和
子
・
立
之
一
万
円
、

同
十
一
月
に
入
り
裁
判
事
件
に
発

万
九
千
八
百
八
十
二
円
、
金
目
地
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
湘
南
支
部

制村
展
し
、
明
治
十

一
年
九
月
に
至

区
市
民
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
五
万
円
、
緑
化
法
彰
式

一
一
般
寄
付

申十

っ
て
敗
訴
し
た
質
置
主
二
十
六

実
行
委
員
会
一
万
円
、
み
ず
ほ
六
千
四
百
一
円
、
植
忠

・
成
瀬
宏

十同
人
が
松
木
家
を
襲
い
、
前
述
し

地
区
市
民
体
育
レ
ク
リ
エ
1
シ
ョ
平
一
万
円
、
第
三
十
五
回
産
業

時

ン
実
行
委
員
会
一
万
円
匿
名
ま
つ
り
一
般
寄
付
二
万
一
千
八

肘
た
殺
害
事
件
に
至
る
と
い
う
の

五

千

二

百

八

円

百

二

十

二

円

、

ひ

ら

つ

か

市

民

市

仲
が
大
ま
か
な
経
過
で
す
。

-
み
ど
り
基
金

実
行
委
員
会
八
万
七
千
八
百
二

持

松
木
家
は
、
明
治
九
年
当
時
、

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の
十
九
円
、
J
K
C平
線
愛
犬
ク
ラ

村
村
内
六
十
九
人
の
農
民
か
ら
ニ

助
成
な
ど
に
使
わ
れ
る
。
ご
協
力
ブ
金
子
清
之

一
万
五
千
円

U
U

十
五
町
五
反
余
り
、
明
治
十
二

9 

年
で
は
村
内
六
十
三
人
の
農
民

か
ら
二
十
九
町
余
り
を
質
地
に

取
っ
て
お
り
、
手
作
り
地
を
合

わ
せ
る
と
、
四
十
町
歩
近
い
耕

地
を
持
つ
村
内
一
の
農
家
で
し

た
。
当
時
の
質
地
は
、
年
季
は

定
め
て
い
る
も
の
の
、
年
季
を

過
ぎ
質
地
代
金
が
返
済
さ
れ
な

い
場
合
で
も
流
地
に
な
ら
な
い

性
質
の
質
地
が
多
く
、
大
半
は

年
季
さ
え
定
め
て
い
な
い
質
地

で
し
た
。
そ
の
た
め
二
十
年
、

三
十
年
、
時
に
百
年
過
ぎ
て
も

流
地
に
な
ら
ず
、
質
地
を
諦
け

返
す
ケ
l
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

明
治
政
府
は
、
地
租
改
正
に

あ
た
り
十
年
を
経
過
し
た
質
地

に
つ
い
て
は
、
流
地
と
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
松
木

家
は
質
地
に
取
っ
て
い
た
も
の

の
う
ち
、
十
年
を
経
過
し
た
質

地
に
つ
い
て
、
松
木
家
の
名
義

に
し
た
わ
貯
で
す
が
、
質
置
主

は
こ
の
地
域
の
質
地
が
何
年
を

経
て
も
流
地
と
な
ら
な
い
慣
行

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
質
地
取
り

戻
し
の
行
動
を
「
事
件
」
と
い

う
形
で
現
し
た
の
で
し
た
。

怨
親
を
超
え
た
人
々
の
碑

は
、
真
土
事
件
か
ら
八
十
八
年

目
の
昭
和
四
十
一
年
、
事
件
に

関
係
し
た
方
々
に
よ
り
先
祖
の

霊
を
慰
め
る
目
的
で
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

(
博
物
館
主
任
学
芸
員
土
井
浩
)

平
塚
税
務
署
で
は
、
「
平
成
六
年

分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の

法
定
調
舎
の
作
成
と
提
出
の
手
引

き
」
に
よ
る
、
次
の
法
定
調
曾
の

作
成
と
提
出
を
お
願
い
し
て
い

る。マ
提
出
期
限
1
月
白
日
(
火
)

マ
提
出
す
る
方
(
提
出
す
る
調
曾
)

①
給
料
・
賃
金
・
貸
与
等
を
支
払

っ
た
方
(
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収

票
)
②
退
職
手
当
等
を
支
払
っ

た
方
(
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
)

③
報
酬
・
料
金
・
契
約
金
等
を
支

市

で

は

、

平

成

六

年

度

平

塚

市

払

っ

た

方

(

報

酬

・

料

金

・

契

約

放

送

大

学

で

は

、

平

成

七

年

度

公

共

下

水

道

排

水

設

備

技

術

者

賦

金

お

よ

び

賞

金

の

支

払

調

轡

)

第

一

学

期

の

学

生

を

募

集

す

る

。

験
を
実
施
す
る
。

@
地
代
・
家
賃

・
権
利
金
等
を
支

マ

募

集

学

生

マ
申
込
替
の
交
付
1
月
6
日

払

っ

た

方

(

不

動

産

の

使

用

料

等

①

全

科

履

修

生

(

大

学

率

業

を

目

(

金

)

3

初

日

(

金

)

の

支

払

調

舎
)
⑤
土
地
・

建

物

・

指

す

コ

l

ス

)
②
選
科
履
修
生

マ
受
付
期
間
1
月
9
日

(

月

)

借

地

権

等

の

諜

り

受

け

の

代

金

を

(

1

年

間

在

学

す

る

コ

l

ス

)

5

M

日

(

火

)

支

払

っ

た

方

(

不

動

産

等

の

髄

り

済

生

会

平

塚

病

院

で

は

、

健

康

③

科

目
履
瞥
生

(
6
か
月
間
在
学

・
時
間
午
前
9
時
3
午
後
4
時

受

け

の

対

価

の

支

払

鯛

槍

)

@

ヱ

鰐

座

を

聞

く

。

ず

る

コ

1
ス
)

マ

受

付

場

所

下

水

道

総

務

臨

地

・

建

物

・

借

地

権

等

の

売

口

や

マ

日

時

ロ

月

初

日

(

火

)

午

後

マ

申

込

期

限

2

月

四

日

(

水

)

マ
試
験
日
2
月
比
日
(
火
)
貸
し
付
け
の
あ
っ
せ
ん
手
数
料
を
2
時
1

3

時

却

分

※

募

集

要

項

は

、
は
が
き
ま
た
は

マ
試
験
会
場
勤
労
会
館
大
会
議
支
払
っ
た
方
(
不
動
産
等
の
売
買
マ
会
場

済

生

会

平

塚

病

院

電

話

で

請

求

を

室

ま

た

は

貸

し

付

け

の

あ

っ

せ

ん

手

マ

内

容

老

人

の

家

庭

看

謹

横

浜

い

の

ち

の

電

話

事

務

局

で

問

い

合

わ

せ

は

、

放

送

大

学

本
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園

圃

訓

引

』

F
E
E
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U
U
U引
]

に
、
各
団
体
の
月
間
の
予
定
衰
の
利
用
申
し
込
み
の
整
理
を
し

お

お
一
-
士

A
州

A
.40引
』
唱

a
s
E

:

ウ

マ

f
一r
J
J
1
1
J
1
j

h
l
t

C

な
ど
を
掲
示
し
て
も
ら
え
れ
ば
て
い
ま
す
が
、
利
用
日
等
の
変

冗

……r
I
l
i--rい
'

J
I

J
山
一

知

ガ

引

各

サ

ー
ク
ル
の
活
動
臼
や
時
間
更
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
掲

似

……コ1
4山
附
間

一-r

を
す

窓
以
内
刊
誌
十
日
わ
れ
諸
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